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インターバンクの声 （2016 年 6 月 17 日） 
 

昨日、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）と日銀金融政策決定会合がともに金融政

策の現状維持を決定したのは予想通りだった。足許の市場の関心は、日米金融当

局の政策判断よりも２３日に実施される欧州連合（ＥＵ）からの離脱の是非を問う英

国民投票にあるとの見方が大勢で、昨日の相場が大荒れになるとは予想し難かった。

これまで日銀会合の結果が発表される時間は、現状維持の決定でも昼過ぎになるこ

とがほとんどだった。しかし、昨日は市場に気を遣ったのか解らないが、１２時前に

早々と発表された。さすがに発表直後の反応は静かだったが、瞬時に１円以上も円

買いが進んでしまった。ロンドン勢が参入して来る時間には、更に１円下げ、ほぼ２

年ぶりの１０３円５０銭台まで円が上伸した。昨年は一年を通して１０円程度の変動幅

しかなかったドル/円だが、今年は昨日までで１８円も動いた。昨年の倍近い変動幅

になっていることや、今月だけで７円以上も円高に振れていることを考えれば、これ

以上の円買いは難しい気もするが、市場には円高継続との見方が多い。 

英国民投票の結果によっては１００円の大台割れもありそうだ。 
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